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（
第
十
七
回
春
陽
展 

展
評
） 

春
陽
会
を
観
る 

（
上
） 

石
井 

柏
亭 

   

春
陽
会
の
創
立
者
た
る
小
杉
放
庵
氏
出
さ
ず
、
山
本
鼎
、
長
谷
川
昇
、
山
崎
省
三
等

諸
氏
が
居
な
く
な
つ
て
手
不
足
の
感
あ
る
こ
と
を
免

ま
ぬ
が

れ
な
い
。
出
品
全
体
を
通
じ
て
通

俗
性
の
な
い
こ
と
を
美
点
に
挙
げ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
鳥
海
青
児
氏
の
感
化
か
と

見
え
る
厚
い
汚
い
盛
上
げ
と
暗あ

ん

晦か
い

な
色
調
と
、
そ
れ
か
ら
水
谷
清
氏
あ
た
り
の
影
響
か

も
知
れ
な
い
粗
暴
な
近
代
味
と
が
横
行
し
て
会
場
の
空
気
を
荒
び
た
も
の
に
し
て
居
る
。

さ
う
し
て
陳
列
も
よ
く
考
へ
ら
れ
て
居
な
い
。
例
へ
ば
新
沼
杏
一
氏
の
《
兵
士
の
話
》

《
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
》
の
二
点
が
第
一
室
の
中
央
の
壁
を
占
め
て
調
和
を
破
つ
て
居
る
が
、

あ
の
様
な
絵
を
会
員
達
が
賛
成
し
て
居
る
の
か
知
ら
ぬ
。 

 

パ
レ
ッ
ト
・
ナ
イ
フ
の
使
用
も
厚
盛
り
も
必
ず
し
も
悪
い
と
は
云
は
ぬ
が
、
マ
チ
エ

ー
ル
の
美
し
さ
が
な
く
て
は
困
る
。
又
必
要
も
な
く
効
果
の
な
い
や
う
な
盛
上
げ
は
意

味
を
な
さ
ぬ
。
此
流
行
は
無
知
に
基
づ
く
附
加
雷
同
の
現
象
と
し
か
見
え
ぬ
こ
と
を
遺

憾
と
す
る
。 

 

鳥
海
氏
の
《
蘇
州
風
景
》
二
点
の
如
き
は
、
可
な
り
の
距
離
か
ら
す
れ
ば
其
処
に
樹

あ
り
家
あ
り
水
あ
る
こ
と
は
分
り
、
或
詩
情
も
感
じ
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
又
地
と

天
と
に
二
分
さ
れ
た
其
大
き
な
明
暗
も
単
純
で
い
い
が
、
画
は
遠
く
と
近
く
と
両
方
で

見
て
美
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
条
件
を
持
つ
て
居
る
私
な
ど
に
は
、
近
づ
い
て

は
ど
う
し
て
も
パ
レ
ツ
ト
の
絵
具
か
す
を
塗
り
つ
け
た
と
し
か
見
え
ぬ
描
法
に
、
辟
易

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
の
会
員
で
い
つ
も
巨
大
な
灰
色
の
画
面
を

示
し
て
居
た
ブ
ー
シ
ェ
と
云
ふ
画
家
の
も
大
ま
か
な
厚
盛
り
で
は
あ
つ
た
が
、
傍そ

ば

で
見

て
も
汚
い
訳
で
は
な
か
っ
た
。
ス
ゴ
ン
ザ
ッ
ク
の
ヘ
ラ
画
き
に
て
も
決
し
て
汚
く
は
な

い
。 

 

中
川
一
政
氏
の
此
頃
の
風
景
も
大
分
厚
盛
り
に
な
つ
て
来
た
。
中
々
務
め
た
描
写
で

あ
る
こ
と
は
分
る
が
、
一
見
し
て
引
き
つ
け
ら
れ
る
と
云
ふ
画
で
も
な
い
。
厚
盛
り
か

ら
来
る
或
重
厚
味
は
あ
る
が
、
現
象
や
季
節
感
な
ど
が
充
分
に
あ
ら
は
れ
て
居
な
い
の

で
、
出
る
可
き
筈
の
詩
趣
も
出
き
ら
ぬ
形
で
あ
る
。《
牧
の
郷
》
の
主
山
の
或
部
分
に
用

ひ
ら
れ
た
茶
褐
色
が
近
い
色

・

・

・

で
あ
る
為
め
に
、
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
か
つ
た
り
す
る
こ

と
も
欠
点
に
な
る
。 

 

一
体
春
陽
会
に
は
も
つ
と
質
実
的
な
風
景
画
が
あ
つ
た
も
の
だ
が
、
厚
盛
り
の
暗
晦

画
に
毒
さ
れ
た
今
日
、
岩
田
栄
之
助
氏
其
の
他
大
抵
前
の
方
が
よ
か
つ
た
と
云
ふ
感
を

起
さ
せ
る
。
小
栗
哲
郎
氏
の
《
吾
野
晴
日
》
も
暗
い
に
は
暗
い
が
、
枯
木
と
常
磐
木
の

あ
る
小
山
と
其
前
に
な
ら
ぶ
黄
土
壁
の
農
家
と
に
や
や
好
感
が
が
も
て
た
。 

 

横
堀
角
次
郎
氏
の
風
景
二
点
も
い
い
出
来
と
は
云
は
れ
な
い
。
川
端
弥
之
助
氏
の
画

に
は
華
や
か
な
の
と
地
味
な
の
と
二
た
通
り
あ
る
。
田
圃
に
積
藁
が
立
ち
列
び
、
う
し

ろ
に
山
の
あ
る
《
城
南
早
春
》
は
地
味
な
方
だ
が
、《
温
室
内
》
な
ど
よ
り
も
、
私
は
却

つ
て
此
方
を
好
む
。 

（『
読
売
新
聞
』 

昭
和
十
四
年
五
月
四
日
付
） 
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（
第
十
七
回
春
陽
展 

展
評
） 

春
陽
会
を
観
る 

（
下
） 

石
井 

柏
亭 

   

足
立
源
一
郎
氏
の
北
支
諸
作
は
ア
ク
サ
ン
が
足
ら
な
く
て
、
色
に
も
筆
に
も
単
調
を

思
は
せ
る
。《
大
同
石
仏
》
の
な
か
で
は
第
二
十
窟
の
石
仏
を
横
画
に
し
た
比
較
的
大
き

か
ら
ぬ
も
の
が
よ
い
。《
谷
川
嶽
カ
タ
ズ
ミ
尾
根
》
の
雪
の
山
は
手
に
入
つ
た
題
材
で
あ

る
だ
け
に
無
難
で
あ
る
。 

 

木
村
荘
八
、
小
穴
隆
一
、
小
林
徳
三
郎
諸
氏
が
先
づ
此
会
ら
し
い
も
の
を
見
せ
て
居

る
。
木
村
氏
の
戦
争
映
画
を
写
し
て
居
る
画
の
画
稿
に
も
面
白
い
作
意
は
窺
は
れ
る
が
、

青
、
紅
黄
を
背
景
と
し
た
三
枚
の
「
椿
」
は
中
々
凝
つ
た
も
の
で
、
マ
チ
エ
ー
ル
も
綺

麗
で
あ
る
。
た
だ
あ
の
深
過
ぎ
る
額
縁
の
好
み
は
ど
う
云
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。
屋
内
に

掲
げ
ら
れ
る
場
合
飛
出
し
て
変
に
な
り
は
し
な
い
か
と
危
ぶ
ま
れ
る
。 

 

小
穴
氏
の
《
花
》
Ａ
Ｂ
二
図
と
も
装
飾
的
に
美
し
く
、
《
坤
画

こ

ん

が

館
》
《
化
粧
》
二
点
の

支
那
も
の
に
も
其
才
気
は
見
え
る
。
小
林
氏
の
《
絵
を
描
く
子
供
》《
横
臥
読
書
》
二
点 

は
身
辺
の
親
し
い
題
材
を
素
朴
に
而
も
大
胆
に
描
い
て
居
る
処
が
よ
い
。
人
の
顔
が
大

き
く
な
つ
た
り
す
る
所
に
幾
分
下
手

げ

て

趣
味
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
色
は
明
朗
で
あ
る
。 

 

故
福
井
謙
三
氏
の
滞
欧
諸
作
で
は
《
婦
人
像
》《
読
書
》
な
ど
穏
富

お

ん

ふ

な
も
の
で
、
質
の

よ
さ
が
感
じ
ら
れ
、
其
夭
折
が
惜
し
ま
れ
る
。 

 

中
川
一
政
氏
の
「
石
田
三
成
」
、
石
井
鶴
三
氏
の
「
宮
本
武
蔵
」
等
の
挿
絵
の
幾
組
と
、

在
仏
長
谷
川
潔
氏
の
銅
版
諸
作
と
が
収
め
ら
れ
て
居
る
第
八
室
は
相
当
見
ご
た
へ
が
あ

る
。
長
谷
川
氏
の
銅
版
は
ビ
ュ
ラ
ン
の
と
ポ
ア
ン
ト
・
セ
ー
シ
ュ
の
も
の
と
ア
ク
ア
・

タ
ン
ト
の
も
の
と
マ
ニ
エ
ー
ル
・
ノ
ア
ー
ル
と
の
幾
種
か
あ
る
が
、
何
れ
も
既
に
独
特

の
様
式
を
具
へ
て
立
派
で
あ
る
。
ビ
ュ
ラ
ン
と
ポ
ア
ン
ト
・
セ
ー
シ
ュ
と
の
区
別
な
ど

一
般
観
客
に
は
分
り
に
く
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
極
め
て
清
澄
で
古
典
趣
味
と
近
代
性
と

を
う
ま
く
兼
ね
て
居
る
。
ア
ク
ア
・
タ
ン
ト
で
レ
ー
ス
を
白
抜
き
に
し
た
な
ど
、
丹
念

な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
彩
画
の
傍

か
た
わ

ら
の
手
す
さ
び
で
は
出
来
な
い
芸
で
あ
る
。
た
だ

私
の
好
み
と
し
て
は
マ
ニ
ー
ル
・
ノ
ア
ー
ル
に
賛
意
を
表
し
に
く
い
。 

 

 

 
 

長谷川潔 《オレンジと葡萄》 1932 年 
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野
崎
新
右
衛
門
氏
の
石
版
に
も
特
色
は
あ
る
が
少
し
く
朦
朧
に
過
ぎ
、
賞
を
得
て
会

友
と
な
つ
た
前
田
藤
四
郎
氏
の
琉
球
木
版
の
な
か
で
は
《
紅
形
（
Ａ
、
Ｂ
）》
の
Ａ
が
一

番
優
れ
て
居
る
。 

 

故
人
倉
田
白
羊
氏
の
遺
作
が
七
十
余
点
列な

ら

べ
ら
れ
て
居
り
、
信
州
上
田
在
に
定
住
し

て
克
明
に
身
辺
の
自
然
を
描
写
す
る
こ
と
に
終
始
し
た
其
生
涯
が
偲
ば
れ
る
。
曾か

つ

て
院

展
洋
画
部
に
出
た
《
冬
》
の
大
作
を
久
し
ぶ
り
に
見
た
。
惜
し
い
こ
と
に
大
分
損
じ
て

ゐ
る
が
、
こ
れ
は
時
代
色
が
つ
い
た
所
為
か
思
ひ
の
外
落
着
い
て
見
へ
、
又
硬
さ
も
少

な
い
。
上
田
の
風
景
で
は
、
其
画
室
に
近
い
崖
を
画か

い
た
《
曇
り
日
》
と
《
風
景
》
と
、

故
人
の
写
真
を
挟
ん
で
掲
げ
ら
れ
た
二
点
が
佳
い
。 

（『
読
売
新
聞
』 

昭
和
十
四
年
五
月
五
日
付
）  

    

石
井 

柏
亭 

（
い
し
い 

は
く
て
い
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）―
昭
和

三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
） 

本
名
・
満
吉
。
石
井
鶴
三
は
実
弟
。 

 

日
本
画
家
・
石
井
鼎
湖
（
い
し
い 

て
い
こ
）
の
長
男
と
し
て
東
京
下
谷
区
（
現

在
の
台
東
区
）
で
生
ま
れ
る
。
印
刷
局
の
彫
版
の
見
習
を
し
な
が
ら
、
日
本
美

術
協
会
や
青
年
絵
画
共
進
会
に
作
品
を
出
品
。
柏
亭
と
号
す
る
。
明
治
三
十
年

浅
井
忠
に
師
事
し
油
絵
を
学
ぶ
。
結
城
素
明
ら
が
結
成
し
た
无
声
会
に
参
加
、

新
日
本
画
運
動
に
加
わ
る
。
中
村
不
折
に
も
師
事
し
太
平
洋
画
会
に
参
加
す

る
。
明
治
三
十
七
年
に
東
京
美
術
学
校
洋
画
科
に
入
学
す
る
が
、
眼
疾
の
た
め

中
退
。
雑
誌
『
明
星
』
に
挿
絵
、
詩
作
を
発
表
す
る
。 

明
治
四
十
年
に
山
本
鼎
と
と
も
に
美
術
雑
誌
『
方
寸
』
を
創
刊
す
る
。
近
代
創

作
版
画
運
動
に
加
わ
る
。
北
原
白
秋
ら
文
学
者
と
「
パ
ン
の
会
」
を
結
成
す
る
。

明
治
四
十
三
年
に
外
遊
。
帰
国
後
有
島
生
馬
ら
と
と
も
に
二
科
会
を
結
成
す

る
。
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
講
師
を
務
め
る
。
文
化
学
院
に
招
か
れ
て
教
鞭
を

執
る
。
昭
和
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
よ
り
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
授
賞

さ
れ
る
。
『
中
央
美
術
』
創
刊
に
携
わ
る
。
昭
和
十
年
に
帝
国
美
術
院
会
員
と

な
り
二
科
会
を
辞
す
。
昭
和
十
一
年
に
一
水
会
を
結
成
。
戦
中
は
信
州
に
疎

開
。
戦
後
、
信
州
美
術
会
の
会
長
と
な
る
。 
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